
 1 / 2 

 

歯学部再入学に関する申合せ 

 

 

１ 退学者のうち再入学希望者は、当人が退学した年度の次年度以降に実施される再入学試 

  験（以下、「試験」という。）を受験することができる。 

 

２ 試験は、各年度の３月に１回実施する。 

 

３ 受験年度の試験合格者は次年度の４月に再入学させるものとする。 

 

４ 再入学は１回とする。 

 

５ 第１～５学年への再入学試験の受験回数は２回までとする。第６学年への再入学試験の

受験回数の制限はない。なお受験期限は定めない。 

 

６ 試験は当該学年に履修した内容についての多肢選択問題および小論文（再入学を希望す

る学年による）とし、面接と合わせて総合的に判定し主任教授会で合否を決定する。 

 

７ 受け入れ学年は第１～６学年のうち退学時の在学学年以下とする。 

 

８ 在学可能期間は学則第５条第１項および第２項の規定に準じ、【別表１】のとおりとす

る。 

 

９ 試験検定料は再入学年度の歯学部新入学生の一般選抜の選抜検定料と同額とする。 

 

１０ 入学金は、再入学年度の新入学生と同額とする。 

 

１１ 授業料、施設維持費、教育充実費、父兄会費、学友会費は再入学年度の当該学年学生

と同額とする。父兄会費、学友会費は入会金を含めて納入する。なお、共済会費は再入

学年度の当該学年学生が入学時に納入した額の６分の１に卒業までの最低年数を乗じた

額とする。また、再入学学年により納入方法が異なる場合がある。 

 

 

附 則 

１．この申合せは、2023年 1月 1日から施行する。  

   ２．「歯学部第１学年～第４学年の再入学申し合わせ事項」、「歯学部第５学年の再入 

学申し合わせ事項」、「歯学部第６学年の再入学申し合わせ事項」は、廃止する。 

３．2025年４月１日 一部改正 
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【別表１】在学可能期間 

※再入学許可学年から卒業まで最長在学期間を超えて在学することはできない。 

※原則、各学年の最長在学可能期間を超えて在学することはできない。 

 

（在学可能期間の考え方） 

例 1）第 3 学年に再入学し、第 6 学年まで留年、休学することなく進級した場合 

最長在学可能期間 ←最長在学可能期間 10 年間→ 

各学年の在学期間 
第 3 学年 

(1 年間) 

第 4 学年 

(1 年間) 

第 5 学年 

(1 年間) 

第 6 学年 

(10-1-1-1＝7 年間在学可能) 

 

例 2）第 4 学年に再入学し、第 6 学年までに第 4 学年で 1 回、第 5 学年で 1 回留年した場合 

最長在学可能期間 ←最長在学可能期間 9 年間→ 

各学年の在学期間 
第 4 学年 

(1 年間) 

第 4 学年 

(1 年間) 

第 5 学年 

(1 年間) 

第 5 学年 

（1 年間） 

第 6 学年 

(9-1-1-1-1＝5 年間在学可能) 

 

再入学許可 

学年 

最長在学 

可能期間 

各学年の最長在学可能期間 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

第１学年 12 年 ２年 ２年 ２年 ２年 ３年 ７年 

第２学年 11 年 ― ２年 ２年 ２年 ３年 ７年 

第３学年 10 年 ― ― ２年 ２年 ３年 ７年 

第４学年 9 年 ― ― ― ２年 ３年 ７年 

第５学年 8 年 ― ― ― ― ３年 ７年 

第６学年 7 年 ― ― ― ― ― ７年 


